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スリランカ
モラトゥワ

1名 栗原
本部国際部事
務作業補助

面接：無
研修：無

宿泊：団体内ホステル

食事：
朝：ホステル
昼：事務所
夜：ホテルや周辺の食堂

現地到着日・出発
日：送迎有（要事前
予約）

無

宿泊費：約1,000円/日×14日＝
14,000円
食費等：約600円/日×14日＝
8,400円
交通費：約0円（本部）、地方へ行く
時は自己負担
合　計：22,400円

事務所と相談し作成（昨年度は広報補助等）

る力とそれに必要な語学力のある人

（有料）

カンボジア
シェムリアップ

1名 湯本

店舗での接客・
販売、商品の
企画開発、広
報・マーケッ
ティング等

面接：無
研修：無

履歴書、応募動機書を事前送
付

宿泊：シュムリアップ市内
のホテル（事務所の近隣に
もホテル有り）

食事：
朝：ホテル・食堂など
昼：団体支給
夜：ホテル・食堂など

到着時：希望があれ
ば空港送迎可能(ホ
テルによっては送迎
サービス有)
通勤時：トゥクトゥク（自
社送迎無）
その他：ホテル等で自
転車レンタル可能

無

宿泊費US$30～40/泊ｘ14日
US$420～560
食費（朝食・夕食）：US$10～15/日
ｘ14日　US$140～210（昼食は支
給）
交通費：徒歩圏内のホテルに宿泊す
れば通勤費はかからない。

と

ミュニケーションを取ろうとすること

相談可能。

カンボジア
プノンペン

1名 重田

・日本語教育、
日本・カンボジ
アの文化交流
活動のなどの
サポート

・志望動機書や履　歴書の提出
・面接：無

・宿泊：プノンペン市内のホ
テルまたはアパート

・食事：朝夜：ホテル、外
食、自炊
昼：大学食堂

現地到着日・出発
日：タクシ―（実費負
担）
ホテル～事務所：徒
歩、自転車、トゥクトゥ
ク

?円

宿泊費：約3,000円/日×28日＝
84,000円
食費等: 1日1,500円×28日＝
42,000円
合計  126,000円

程度
・1日$10程度交通費・食費の支援有り?
・住居は自身で探す。

防接種、現地生活費はすべて自己負担。

東京都
港区

カンボジア
プノンペン

1名 重田

小中学校教員
養成課程のカリ
キュラム・教材
開発支援プロ
ジェクトの職場
体験。調達、広
報の手伝い
等。

・志望動機書や履　歴書の提出
・面接：あり（スカイプ含む）
・事前説明：本部もしくはプロジェ
クト事務所

宿泊：プノンペン市内のホ
テル

食事：朝：ホテル（朝食込
の場合）もしくは自己調達
昼・夜：自己調達

現地到着日・出発
日：空港-ホテルはタ
クシー（自己負担）
勤務日：手段は問わ
ないので自力で通勤
すること（自己負担）

無

下記は自己負担。
宿泊費：約3,000円/日×28日＝
84,000円
食費等: 1日1,500円×28日＝
42,000円
合計  126,000円

・期間は、2週間～応相談。
・8月20日～9月21日の間が望ましい（7月下
旬は総選挙、8月上中旬は専門家が多数入れ
替わり滞在する多忙期のため、受入れが難し
い）。

・無給。ただしパデコよりインターンシップ期間
（現地滞在中）は生活補助として1日US$20程
度の支給を検討。
・渡航費、現地交通費、保険料、予防接種、ビ
ザ取得費は自己負担。

平成30年度「国際キャリア実習」助成金対象受入団体および実習概要一覧（夏期）

①NGOサルボダヤ運動本部　スリランカのサルボダヤ運動は、農村村民の自立を目指し、有機農業の振興、 母子保健、保健衛生、マイクロクレジット等の活動を先駆的展開するアジア地域でも最も成果を挙げ
ているNGO。

②アンコールクッキー　アンコール・ワット型の手作りクッキーの店。カンボジア人の手による本物のカンボジア土産を作ることを目指して開業して以来、今やカンボジアの定番土産。

③パンニャサストラ大学の日本語・ビジネス研修センター　プノンペンにある私立大学の日本語・ビジネス研修センターで、宇都宮大学大学院国際学研究科博士課程を修了したサ・ソチア博士がセンター長に
なっている。

④株式会社パデコ　日本の開発コンサルタント企業として、国際協力機構より業務委託を受け「カンボジア国教員養成大学設立のための基盤構築プロジェクト（第1年次）」（2017年1月～2019年5月）を実施。
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東京
千代田区

カンボジア プノンペン
生活補助費の規定変
更

1名 重田

小児外科支
援、給食支援、
農村開発、など
のサポートを行
う。

・面接：無
・履歴書、志望動機、誓約書の
提出
・研修：合格後、東京本部でオリ
エンテーションを行う。
・勤務日：月-金、8時-12時、
13時半-17時

・宿泊：プノンペン市内のホ
テル（ホテル紹介可）

・食事：朝夜：ホテル、外
食、自炊
昼・夜：外食

・現地到着日・出発
日：空港出迎え可
・プノンペン通勤の交
通手段は財団事務所
の指示に従う。

無

参考：下記は自己負担。
宿泊費：約3,000円/日×28日＝
84,000円
食費等: 1日1,500円×28日＝
42,000円
合計  126,000円

・期間は、2週間～応相談。
・実習は8月～9月の間。
・無給。
・渡航費、現地交通費、保険料、予防接種、ビ
ザ取得費は自己負担。
・補助費なし。また、実習生が地方出張を命じ
られた場合は、宿泊費、日当および交通手段
を財団が提供する。
・英語能力必要：TOEIC650点以上
・特に、コミュニケーション力、企画力が必要。

⑥アーシャ＝アジアの農民と歩む会　インドの貧しい農村において、農村の基盤となる「農」を通じて、アジアの農民の自立と持続可能な暮らしを実現し、共に生きるための事業を推進するNPO法人。

栃木県那須塩原市

インド・ウッタルプラデッ
シュ州アラハバード市
及び近郊

数名 湯本

全体研修）
農村部訪問、
シェアリング･発
表会、バラナシ
観光(オプショ
ン）、朝の農作
業(自由参加）

個別選択研
修）
・有機農業と農
村開発
・農村女性開
発と手工芸品
デザイン
・農業組合と市
場開拓

研修先準備

到着時：デリー空港か
ら夜行寝台列車でア
ラハバードへ移動。
帰国時：上記の逆。

研修費・宿泊費・食費・空港送迎費：
65,000円

9月2日～9月17日（申込締切り：6月30日）

上記以外の日程については要調整。但し、費
用は65,000円プラスα。

⑤公益財団法人国際開発救援財団（FIDR)　発展途上国の子どもたちのために、国際協力、援助事業、緊急援助事業、広報啓発事業を行う公益財団法人。
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東京都渋谷区

ベトナムフェ
1名 重田

・地域の零細
農家の持続可
能な開発に関
わる活動とした
い
・具体的には
農家支援事業
の直売所運営
のサポート
　1）畑（市民
農園）の準備と
収穫作業
　2）畑（市民
農園）の広報
宣伝プラン作
成

面接：なし
研修：計４回東京本部でイン
ターン

宿泊：フエ市内のホテル

食事：朝：ホテル食堂
昼・夜：食堂

現地到着日・出発
日：タクシ―（実費負
担）
ホテル～事務所：タ
クシ―他

25,000円

通訳費：
800円×7日＝5,600円
宿泊費：
約2,000円/日×7日＝14,000円
食費等:
1日1,500円×7＝10,500円
合計　30,100円

参加費(25,000円）と合わせて
55,100円

10～14日間。
・受け入れ時期は、9月。（雨季を避ける場合
には、9月上旬～中旬が望ましい。）15日以
上滞在の場合ビザ必要。
・2週間で25,000円、その他交通費、体験学
習の材料代、関係者への謝金必要。
・通訳バイト代が追加発生。

に必要な資材の準備と管理は参加者が行
う。
両替、健康管理、観光等、BAJ活動外の手
配と管理

⑦ブリッジエーシア　ジャパン　子ども、青年、大人（父親・母親・お年寄り）といった各世代の人々が共に関わり合いながら主体的に地域の活動に参加し、「地域の伝統・環境の保全」と「地域経済の発展」との両
立を実現させる社会の構築実現に向けて取り組んでいる認定NPO法人。
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